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 （開会） 

事 務 局：  それでは、小平市地区まちづくり審議会を始めたいと思います。 

改めまして、皆様、本日はお忙しい中お集まりいただきましてまこ

とにありがとうございます。まちづくり課長の奈良と申します。よろ

しくお願いいたします。 

本日の審議会の進行に当たりまして、簡単にご説明をさせていただ

きます。 

お手元の次第をご覧ください。 

開会の辞、市長の挨拶の後に、任期満了によりまして、委員の改選

がございましたので、事務局から後ほど委員をご紹介する時間をとら

せていただきます。 

その後、報告事項３件についてご説明をいたします。 

それでは、まず報告資料の確認をさせていただきます。 

資料１－（１）「小平市民等提案型まちづくり条例パンフレット」、 

資料１－（２）「小平市民等提案型まちづくり条例周知の取り組み

について」、 

資料２－（１）「小川西町４丁目推進地区まちづくり協議会の活動

について」、 

資料２－（２）「小川駅前周辺地区まちづくりビジョン」、 

資料２－（３）「かわら版平成２５年度小平市小川駅西口小川西町

４丁目推進地区まちづくり協議会第１号」、 

続きまして（４）同じく「第２号」、（５）「３・４号合併」。 

最後になりますが、資料３といたしまして、「小平市都市計画マス

タープラン改定について」、以上でございます。 

不足の方、いらっしゃいませんでしょうか。大丈夫でしょうか。 

それでは、これ以降、井上会長に議事進行をお願いいたします。 

井上会長、よろしくお願いいたします。 

会  長： 井上です。よろしくお願いいたします。 

この会は、定足数は過半数で成立ということになっています。７名

が委員なんですけれども、今日は全員おられますので、会議成立とい

うことになります。 

それでは、小平市地区まちづくり審議会を開会いたします。 

今日は傍聴人希望者が４名おられるそうです。ここの会は傍聴人は

原則として全員が傍聴できるということなんですけれども、人数が多

い場合は抽せんで１０名というような仕組みになっています。一応４

名の方、外におられるそうなので、中に入っていただきたいと思いま

すけれども、よろしいでしょうか。 

どうぞ、傍聴人の方。 
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 （傍聴人入室） 

会  長： それでは、開会に先立ちまして、本日は小平市の小林市長がお見え

になっておりますので、ご挨拶をいただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

 （市長挨拶） 

市  長： 皆さん、こんにちは。今日はありがとうございます。 

大変お忙しい中、本審議会にご参集いただきまして、ありがとうご

ざいます。 

また、平素から市政に関しまして、ご協力を賜りまして、重ねてお

礼申し上げます。 

本審議会は、従来、行政の限界となっておりました「身近な地区の

まちづくり」の推進が図られることを目的として、市民の声を伺いな

がら策定した「小平市民等提案型まちづくり条例」に基づく地区まち

づくり協議会や地区まちづくり計画の認定などを審議するために設

置した附属機関でございます。 

本条例により、市のまちづくりの基本的な方針である「小平市都市

計画マスタープラン」の実現に向けて、市民の参加と協働によるまち

づくりが進むものと考えております。 

今回お集まりいただきました委員の皆様は、さまざまな専門、見識

や経験をお持ちの方ばかりでございます。中でも公募により選考され

た３名の市民委員の皆様におかれましては、身近な地区のまちづくり

の代表者として、日ごろの生活で培った才知を忌憚なく発揮していた

だけることを期待をいたしております。 

結びに、今後も委員のみなさまのご指導、ご支援をいただきながら、

個性や魅力のある住みよいまちづくりを目指して、鋭意努力を続けて

まいる所存でございます。 

何とぞよろしくお願い申し上げまして、私の挨拶とさせていただき

ます。 

会  長：  どうもありがとうございます。市長さんは所用がございますので、

ここで退席させていただきたいと思います。どうもいろいろありがと

うございました。 

 （市長退席） 

会  長：  傍聴人一人追加になりましたね。５名ということでいきたいと思い

ます。 

 それでは、今日は新しく委員になられた方もおられるということ

で、尐し事務局から説明をお願いしたいと思います。 

事 務 局：  任命でございますが、任期を満了され再任していただいた委員の方

が４名、また、新たに任命された委員の方が３名いらっしゃいます。 
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皆様お互いに挨拶を交わすということで、ご紹介の後、一言ご挨拶

をお願いいたします。 

それではまず、「学識経験を有する委員」をご紹介いたします。 

株式会社まちつくり研究所代表取締役の井上委員が再任されまし

た。井上委員につきましては、本審議会の会長を務めていただいてお

ります。一言ご挨拶をお願いいたします。 

会  長： 改めまして、井上と申します。 

私はまちつくり研究所という、まちづくりのコンサルタントを仕事

としております。 

教えを受けた先生が大和言葉はなまっちゃいかんということで、ま

ちづくりじゃなくて、まちつくりという研究所の名前になっておりま

す。 

この会は会長ということで、公正中立な運営をやりたいと思います

けど、委員の数はそんなに多くありませんので、ぜひ皆さん方、活発

なご意見を遠慮なくいろいろ言っていただきたいと思います。よろし

くお願い申し上げます。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

次に、神楽坂キーストーン法律事務所弁護士の日置委員が再任され

ました。 

日置委員につきまして本審議会の副会長を務めていただいており

ます。一言ご挨拶をお願いいたします。 

副 会 長： ご紹介いただきました日置です。 

日ごろはどちらかというと、市民の依頼で行政相手の裁判をすると

いうこともありますが、いろいろとそういうところで得た経験等も踏

まえて、うまくまちづくりが進んでいくように努めていきたいと思っ

ております。よろしくお願いします。 

事 務 局： ありがとうございました。 

続きまして、「小平市内のまちづくりに関係する団体の代表を務め

る委員」をご紹介させていただきます。 

東京むさし農業協同組合小平地区統括支店長の内藤委員が再任さ

れました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員： 引き続き委員をいたします内藤と申します。よろしくお願いいたし

ます。 

今、小平支店の建てかえをやっておりまして、あそこの角の場所は

二店舗できる予定でございます。今年の夏にまず金融店舗ができ上が

りまして、今ある小平支店のところを、そこから解体と。そこから約

１年くらいかけて、二店舗つくる予定で、そこがやはり農業を中心と

した情報発信の建物ということでやっていきます。どうぞ今後ともよ
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ろしくお願いいたします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

次に、小平商工会事務局長の古川委員が再任されました。一言ご挨拶

をお願いいたします。 

委  員：  小平商工会事務局長の古川と申します。よろしくお願いいたしま

す。 

統計的には市内に４，８００余りの事業所があるかと聞いておりま

すけれども、やはり今、後継者難の高齢ということで、非常に今事業

所の数が年々減っております。この委員会の中でいろんな形でご教示

いただければと思いますので、またよろしくお願いいたします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

それでは、３名のご新任されました市民委員をご紹介いたします。 

清水委員が就任されました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  学園西町に在住しております清水卓馬と申します。どうぞよろしく

お願いいたします。 

４０年ほど旅行会社をやっておりました。市内でも２０年ほど自分

で独立してやっておりました。 

思うところがありまして、会社を閉めまして、６０の年に拓殖大学

の大学院で地方政治行政研究科という科がございまして、そこの１期

生といたしまして、２年地方行政を尐し勉強してまいりました。ぜひ

実践で尐しでも勉強に役立てばと思いまして、参加をいたしました。

どうぞよろしくお願いいたします。 

事 務 局：   ありがとうございました。 

次に、相馬委員が就任されました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  相馬です。私は、高島屋の店舗開発を２０年やりまして、二子玉川、

柏、それから新宿高島屋、シンガポール高島屋、これをつくりました。 

その後に、高島屋にいましても１０年に１個しかつくらせてくれな

いので独立しまして、２０年間会社を自立して、全国で７０カ所の商

業施設を。まちづくりにもほとんど絡んでくるんで、恐らくキャリア

においては日本でも自分で言うのもなんですけれども、尐ない。しか

もコストも店舗のリーシングも全部一人でやっていましたので、全て

に関して、商業に関してはわかると。 

まちづくりも海外もいろいろ行っておりまして、イギリスだとかア

メリカとか、ヨーロッパのまちづくり、これに関しては、あと中国、

この辺に関してもある程度一通りありますので、何かお役に立たせて

いただければありがたいと思っております。よろしくお願いいたしま

す。 
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事 務 局：  ありがとうございました。 

次に、松谷委員が就任されました。一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  松谷と申します。よろしくお願いいたします。 

私はいつの間にか、小平の住民として４３年在で、ご近所を見ます

と、一番古手になりつつあるんですが、それだけ年をとったわけです

けれども。 

現役時代は毎日新聞社で新聞記者をやっておりまして、あえて専門

というのは、今ふうに言うなら環境問題を担当して、何ていうのか、

草創期の環境記者というのが誕生したころの走りでございますけれ

ども、そんなことをやっておりまして、まちづくりに何かお役に立つ

ようなことがあればと思っております。よろしくお願いいたします。 

事 務 局：  ありがとうございました。 

 続きまして、市の職員のほうをご紹介させていただきます。 

都市開発部長の津嶋でございます。 

事 務 局：  どうもこんにちは。昨年の４月に都市開発部長に着任いたしました

津嶋でございます。よろしくお願いいたします。 

 皆様の今のご挨拶を伺っておりまして、会長、副会長はもちろんの

ことですけれども、３名の公募委員の方はなかなか並々ならぬご経歴

の持ち主ということで、大変心強く思ってございます。 

さまざまな視点から、今後ともぜひ積極的にいろいろなご意見、あ

るいはお考え等をこの場を使ってお示しいただければ、よりよいまち

づくりにつながっていくものというふうに考えてございますので、今

後ともぜひよろしくお願いいたします。 

事 務 局：  続きまして、まちづくり課長補佐の島田でございます。 

事 務 局：  島田と申します。どうぞよろしくお願いいたします。 

事 務 局：  最後に事務局といたしまして、職員の鹿島主任。 

事 務 局：  鹿島です。よろしくお願いいたします。 

事 務 局：  それと、遠藤主事。 

事 務 局：  遠藤です。よろしくお願いいたします。 

事 務 局： 原田主事。 

事 務 局：  原田です。よろしくお願いいたします。 

事 務 局：  こちらの３名が同席してございます。よろしくお願いいたします。 

職員の紹介等につきましては以上でございます。 

会長のほう、よろしくお願いいたします。 

会  長：  ありがとうございました。 

新たに３名の委員が就任されたということで、今お話もありました

けど、いろんな分野の専門の方という感じがいたします。 

なかなかいろんな意見を交わす機会ができるかどうかというのが
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ありますけれども、小平市で起こったまちづくりで皆さん方のいろん

な経験がお役に立つようなことが、これからも起こりそうな気もいた

しますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

それでは、この会は毎回委員の方に交代で議事録署名人ということ

をやっていただいております。 

議事録は、市のホームページ等で公開するということになっていま

すけど、公開する前に確認を署名人の方にしていただいて署名してい

ただくという仕組みになっております。 

今回、順番でいきたいと思いますので、清水委員と相馬委員に一応

署名人ということで、よろしくお願い申し上げます。 

後日、市のほうから議事録が送付されると思いますので、確認の上、

よろしくお願いしたいと思います。 

また傍聴人が一人増えましたね、６名ということになります。 

会  長：  それでは、本日の議題に入りたいと思います。 

大きく言って、この会はその都度、報告案件と審議案件ということ

がありますけれども、本日は審議案件はございません。報告をいろい

ろ承りたいと思います。 

大きく三つ報告事項があると次第に書いてあります。一つ一つ説明

をしていただいた後、皆様方からいろんなご質問等を受けたいと思い

ますし、あるいはいろいろご意見があれば出していただきたいと思い

ます。 

その順で進めていきたいと思いますので、いろいろわからないこと

も多々あるかと思いますので、遠慮なくいろいろ発言していただきた

いと思います。 

それでは、一番最初、市のまちづくり条例、周知の取り組みとなっ

ていますけれども、取り組みについて、ご報告をお願い申し上げます。 

事 務 局： まちづくり課計画担当の○○でございます。 

小平市民等提案型まちづくり条例周知の取り組みについて、ご報告

をさせていただきます。 

平成２２年１０月の条例施行後、この条例を活用した市民などの発

意による地区まちづくりの推進を図るため、情報提供や市民相互の交

流の機会がもてるような取り組みとして、これまで各種の事業を実施

してまいりました。 

また、今年度は昨年に引き続き小平市景観まちづくりセミナーと小

平市地区まちづくりフォーラムを実施いたしました。 

市の取り組みをご報告するに当たりましては、まずは資料１－（１）

「小平市民等提案型まちづくり条例パンフレット」を参照しつつ、市

のまちづくりの計画上の条例の位置づけを、そして条例の運用方法上
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の周知の取り組みの位置づけをご説明しました後に、お手元の資料１

－（２）「小平市民等提案型まちづくり条例周知の取り組みについて」

に沿ってご報告いたします。 

市のまちづくりの方針を示したものといたしまして、小平市都市計

画マスタープランがございます。都市計画マスタープランとは、市の

都市計画やまちづくりの現状と課題を明らかにし、長期的な視点から

目指すべき将来の都市像を示し、都市像実現のために必要な方策等を

整理した計画でございます。こちらにつきましては後ほど○○の方か

らご説明いたします。 

この都市計画マスタープランを実現するに当たりましては、市民や

事業者と市が小平のまちについての知識や情報とまちづくりの地域

展望を相互に共有することによる連携と協働のまちづくりが求めら

れます。とりわけ、市民一人ひとりが行政運営の主役になり、みずか

ら実行するまちづくりが必要であるとされています。 

そこで、市民参画によるまちづくり活動を支援する取り組みや手続

の具体化を図るために、小平市民等提案型まちづくり条例が策定され

てございます。 

本条例のポイントでございますが、まず身近な地区の地区住民等が

中心となって行うまちづくり活動への支援と団体の設立の仕組みを

定めております。 

次に、土地の利活用等が想定される段階から、あらかじめ地区の緑

や町並みなどの目標と方針を示した計画を策定する手続を定めてお

ります。さらに、都市計画法や建築基準法といった法律とは別に、建

築物の建築の作法として、紳士協定的なルールを定めるための手続

と、その計画を実現するための仕組みを定めてございます。また、市

民などが継続的に地区のまちづくりが行えるよう支援する仕組みな

どを定めております。 

次に、条例の運用方法上の周知活動の位置づけでございます。 

景観まちづくりセミナーと地区まちづくりフォーラムがその事業

の目的としております地区まちづくりの推進とは、地域住民の自主的

な活動によってこの条例が活用され、まちづくり活動が行われるよう

になることでございます。 

なお、条例が想定する市民によるまちづくりを行う団体といたしま

して、住民主導で設立される「地区まちづくり準備会」や「地区まち

づくり協議会」と、これとは異なり市が主導的に指定する「まちづく

りを重点的に推進する地区」において活動する「推進地区まちづくり

協議会」とがございます。 

お配りいたしました資料１－（１）「小平市民等提案型まちづくり
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条例パンフレット」は、前者の活動の啓発に焦点をおいて作成いたし

ました市民向けのパンフレットでございます。こちらに地区住民等の

活動から具体的な提案に至るまでの流れのイメージを記載しており

ます。 

また、後ほど○○の方からご報告いたします「小川西町４丁目推進

地区まちづくり協議会の活動について」は、後者の活動の具体例とな

ってございます。 

それでは、両事業の実施結果についてご報告いたします。 

こちらにつきましては資料１－（２）「小平市民等提案型まちづく

り条例周知の取り組みについて」をご覧ください。 

景観まちづくりセミナー及び地区まちづくりフォーラムは「市民参

加によるまちづくりの実現を目指して景観の普及促進を行う」ことを

同一の目的にして、それぞれの事業に役割分担を与えてございます。 

また、景観と市民参加の関係につきましては、「市民参加によるま

ちづくりの一つの切り口として景観を位置づけ、条例はまちづくりを

実施するための一手段である」と整理しております。両事業を実施す

るに当たっては、一貫した情報提供とより多くの同じ関心を持つ方々

の交流の場とするために同一のテーマを採用してございます。 

今年度のテーマには「道路沿いのまちなみづくり」を採用いたしま

した。 

テーマの選定は事業目的との関連性、事業としての具体化の容易さ

等から決定しております。今年度のテーマ選択の理由といたしまして

は、市内の広幅員道路沿道において地区計画等の実施が予定されてお

り、市民参加のまちづくりの事例として道路沿いのまちづくりが紹介

しやすいことや、古い道路の利用を前提としてつくられた短冊状の敷

地割りや屋敷林等が小平らしい景観として紹介しやすく事業のテー

マとして適しているためでございます。 

今年度の事業を実施するに当たりまして、次の三点において新たな

試みを行いました。 

一つ目が、より多くの市民の参加を促すために広報資料のデザイン

を武蔵野美術大学の学生へ依頼いたしました。 

二つ目が、同一の参加者が景観まちづくりセミナーから地区まちづ

くりフォーラムまで一貫して参加し、交流しやすいように実施の時間

帯を平日昼間に固定し、参加者同士で昼食をとる機会を設けました。 

三つ目が、景観まちづくりセミナーの質を向上させるために外部講

師や外部機関との連携を拡充いたしました。 

両事業は１０月２１日水曜日から１１月２６日水曜日にかけて、あ

わせて計６回実施しました。１１月６日木曜の地区まちづくりフォー
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ラムを挟んで、景観まちづくりセミナーを５回行い、全体の日程を終

えております。 

まず、景観まちづくりセミナーでございます。この事業では、座学

だけではなく、町歩きや参加者が協力して行うワークショップを通じ

て、実際のまちづくり活動を疑似的に体験できるプログラム構成をと

っております。今年度は中央公民館で実施しました。各回定員２０人

に対して、平均参加者数は９．８名となっております。 

事業の大まかな流れでございます。第１回の初歩的な内容から回を

経るごとに「道路沿いのまちなみづくり」としてのテーマ性が強くな

るプログラムとなっております。 

第１回では景観の基礎知識と小平市の歴史を江戸時代から戦後の

宅地化まで取り扱っております。 

第２回では用途地域の規制の説明と、規制を実感するために模型づ

くりのワークショップを行いました。 

第３回では市内の広幅員道路造成の歴史と道路沿いの大規模敷地

の土地利用として津田塾大学を紹介いたしました。 

第４回では小平市民等提案型まちづくり条例とともに地区計画の

説明を行いました。 

最後の第５回では、参加者が協力して道路沿いの町並みを構想する

ワークショップを実施しております。 

参加された皆様は、特に歴史的な観点からの景観形成についての説

明に高い関心をお示しされておりました。 

事業を企画・実施するに当たっては、専門的な知見が必要となるこ

とから多くの方々にご協力いただいております。また、津田塾大学に

はご厚意でキャンパス内の見学を特別に許可していただきました。 

次に、地区まちづくりフォーラムでございます。地区まちづくりフ

ォーラムは参加の敷居を下げてより多くの方に足を運んでいただけ

るよう、外部講師の方の基調講演を中心とした短い時間の事業として

実施してございます。今年度は小平市民文化会館で実施しました。定

員４０人に対して参加は１７人でした。 

内容といたしまして、小平市民等提案型まちづくり条例の説明をま

ちづくり課職員が行いました。 

続きまして、基調講演として、小平市地区まちづくり審議会会長、

井上先生に「広幅員道路と道路沿いのまちづくりへの市民の参加」を

テーマに、こういった事例や行政と市民に必要な事柄等についてご講

演いただきました。最後の参加者との意見交換では、近隣の開発事業

への条例の適用の可否等のご質問がございました。 

今後の課題といたしまして、ご協力いただきました講師の先生か
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ら、特に景観まちづくりセミナーについて事業の成功プロセスを具体

化した上で企画・運営をすることなどのご指摘をいただいてございま

す。 

既に、来年度の事業テーマについて検討を開始してございますが、

いただいたご指摘を踏まえたテーマの選定からプログラムの構成を

いたしたいと考えております。 

今後とも各種事業を継続して開催することで、小平市民等提案型ま

ちづくり条例を活用した個性や魅力あるまちづくりを推進していく

必要があると考え、引き続き市民意識のさらなる啓発を図ってまいり

ます。 

ご報告は以上です。 

会  長： ありがとうございます。 

いろいろご質問やご意見を伺いたんですけれども、ちょっと繰り返

しになるかもしれませんけれども、この審議会は小平市のまちづくり

ついていろんなことを審議するということですけれども、メインはこ

こにあります小平市民等提案型まちづくり条例、これのいろんな適応

を受ける事柄について審議するということになっています。 

今二つのタイプがあるというお話がありました。一つは市が発意す

るような推進地区型の地区。もう一つは住民が発意する地区のまちづ

くりということになります。 

で、市が発意するような推進地区のまちづくりは、次に説明がある

かと思いますけれども、小川西町で１カ所行われています。残念なが

らもう一つの住民発意型は今まで具体的な案件は、出てきていないと

いうことになります。 

何を審議するかというと、例えばいろんな地域の団体ができます。

それはまちづくりの最初は準備会、次に協議会ということになります

けれども、そういうことに要件としてふさわしいのかという、テーマ

はふさわしいのかというようなことを審議するということになりま

す。 

そして、その次にその会が、例えば地区のまちづくりの計画をつく

る。あるいはまちづくりのルールをつくる。それが内容的に、あるい

は手続的に問題がないかどうかということを示すということなんで

すけれども、先ほど言いましたように、なかなか手が挙がらないとい

うことがちょっと悩みになっています。 

そのために、今の説明がありました条例の周知の取り組みをフォー

ラムとかセミナーという形でやっておりますけれども、十分な参加者

があるかなということでは、ちょっと微妙なものがあります。 

これはちょっと尐し皆さん方、尐しいろいろ考えていただきたいこ
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とでもありますけれども、できるだけいろんな動きが地域で起こると

いうことを期待したいと思うんですけれども、そのためにどういうこ

とを考えたらいいかということも我々が課せられた一つの役割かな

と、そんなふうに思っております。 

それで、今、市の方からご説明があった事柄で、よくわからなかっ

たこと、質問、あるいは感想でも結構ですけれども、ご意見がありま

したら出していただきたいと思いますけれども。どなたでも結構で

す。挙手をしていただいて、発言していただければと思いますけれど

も。 

どうぞ。○○委員。 

委  員：  景観セミナーのほうも受講させていただいたんですけれども、この

まちづくりでは要するにこういう民間型から出てきて、自主的にまち

づくりをするというのは世界的にも例がないと思うんです。 

まず一つはまちづくりっていうことは、やっぱり私的自由の制限、

当然個人的な権利の制限があるので、これに関してはだからやっぱり

提案した瞬間に賛成、反対者が出るわけですね。それを自主的にやる

というのはなかなか難しい。ただ、やっぱり大義名分というのもある

と思うんですね。 

これも海外によって違うんですけれども、例えばアメリカの場合

は、タウンマネジャー制度があって、この大義名分は個人の目的、不

動産価値の上昇ないし維持ということですね。 

小平の場合は要するに景観とか観光地的なものというのはほとん

どないわけで、これからすると住宅価値を維持すると。それでいくと

やっぱり小型の細分化された開発を拒否することですね。 

それのやっぱりこれにないのは、まちづくりの目的、大義名分です

よね。それがないと、やっぱり個人がやっても勝手に何やっているん

だと話になっちゃうんで。例えば、やっぱり資産価値、特に不動産価

値の維持というのは、小平の場合は維持で向上は余り関係ないと思う

んですけれども、このままミニ開発をさせないという。 

やっぱりそこをいくと、具体的な例が出てきて、特に最近小平市で

３階建ての住宅がめったやたら増えてきている。そういったところに

具体的になると思うので。 

これ、今ざぶっとやったらなんで俺がこんな面倒くさいことをする

んだという話になっちゃいますよね。ということで、最初の発言です。 

会  長：  ありがとうございます。 

いろいろ手続はいっぱい書いてあって決まってはいるんですけれど

も、大義名分というか、想定したケースは幾つかあるんですけれど、

今言った宅地の細分化、ミニ開発みたいなもの、あるいはちょっと高
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い建物に対するマンション建設等に対する反対とか、そういうものを

尐し地域でいろいろルールを決めるというようなことなんかも想定

しているんですけど、もう尐し何か広い話題がいろいろあるかなと思

って。 

先日のＪＡの方から今農地の問題がいろいろ、どうしようかという

農業者の悩みがいろいろあるというお話もありましたけど、そういう

ことはもう尐し具体的にわかるようにといいますか、そういうことを

尐し提起すると、手が挙がるのかなというような感想も持ちますけれ

ども。 

ありがとうございます。 

どうですか、○○さんなんか……。 

委  員：  この間も都市計画審議会の生産緑地が、新法は３０年ですので、平

成３４年にこの生産緑地制度というものが、要は買取請求ができる状

態になっているんです。そうなると、今ある農地自体が緑地空間とし

て成り立たなくなる可能性があるということで、今農協としてはやっ

ぱりこの緑地の幅で農地を残していかないといけないんじゃないか

ということで、今ちょっといろいろ農家の人なんかとも勉強会をしな

がら制度の仕組みについて勉強をやっているところなんですけれど

も。 

やはり、今いろいろ話題になっております後継者がいないとか、そ

うなると、どんどん開発、おっしゃっていたようにミニ開発なりが進

んでしまうおそれがあるというところも、ちょっと今懸念していると

ころでございます。 

かといって、相続税等でどうしても売却せざるを得ないということ

も現状としてあるので、この辺がやっぱりこのまちづくりの中で、う

まく介入していけばいいなと。 

提案ですけれども、例えば市民の方にやっぱり今ある生産緑地、農

地をある程度残してほしいのか、それとも市街化区域内の農地なの

で、宅地化を進めてほしいのか、その辺も一般的にはやはり残してほ

しいという意見はあるみたいに聞きますけれども、この辺をもう尐し

市民の方からアンケートを取るという、そういったものを活動として

はやっていくべきじゃないかなというふうには思っております。 

会  長：  どうですか。部長さん。 

事 務 局：  そうですね、今ちょうど都市計画マスタープランの改定というのを

やっておりまして、それにあわせて昨年の１０月ですか、アンケート

調査なんかもやっております。その中でやはり小平市の魅力は何かと

いうと、やはり緑ですね。農地を含めたそういう緑というのは、やっ

ぱり一番上に上がってきて、こういう環境がいいところだから住んで
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いるという、住み続けたいという声はかなり強くあります。 

ただ、それが今ご指摘いただいたとおり、じゃあ維持できているか

というと、実際は確実に減っていっているというのが今の状況です。 

では、それをどうやって支えられるかというのが微妙なところで、

難しいのは農地を市が買い取るという、もちろん制度もあるんです

が、じゃあ買った農地をどうするという、使い方ですよね。それがな

い以上、買っても結局は使われずに終わってしまうということもある

んで、やっぱりそうすると、先ほどちょっと担い手というお話もあっ

たんですけれども、市だけではなくて、そういった新しい仕組みがな

いと、生かされないのかなという、そんな難しいところであるかなと

いうふうには考えております。 

会  長：  ありがとうございます。 

委  員：  何か農地の部分で、地方で今逆に言うと農業が活性化しつつあるん

ですよね。それがほとんど道の駅絡みですよね。だから道の駅みたい

な仕組みでもって生産緑地の野菜を売る場所、それをつくらないと。 

道の駅も私は４カ所ほどつくったんですけれども、あれは生産者が

自分で価格をつけて持ち込めばいいんですね。そこに末端生産者と間

に問屋さんとか全然うちはもう関係ないので、かなり利益率が高くな

ってくると。それと特殊野菜がありますね。地場野菜が今非常に消費

者に人気があって、そういったものを、だから１カ所くらい、道の駅

といったらちょっとあれだと思いますけれども、ああいう仕組みをど

こか１カ所つくってやれば、それは活性化すると思いますね。 

会  長：  ６次産業化という言い方が最近なされていますけれども、そういう

格好をしたり、道の駅もたくさん今全国でできておりますね。全てう

まくいっているわけではないでしょうけど。そういう活性化したケー

スはたくさんあります。 

その話がまちづくりにつながるかどうかというのは、ちょっと両面

あるような気がするんですけれども、実はその仕組みとか、そういう

ものをつくるのというのは。 

ただ、何か、今の道の駅なんかもあわせた、何か農地のいろんな多

角利用といったらいいんでしょうか、そういうのを尐しまちづくり的

に進めることも可能だとは思うんですね。 

ありがとうございます。ちょっとそれは市のほうも尐しいろいろご

検討いただければと思います。 

ほかにご質問、ご意見ございますか。どうぞ。 

副 会 長：  ○○委員からいろいろかような話も出ましたが、例えば余り高いも

のを建てさせない高度地区という制度があったり、敷地の分割を防ぐ

最低敷地規制とか、日本にも問題を防ぐ制度がいっぱいあるんですけ
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れども、やっぱりことが起こってからそれを適用というわけにはいか

ないので、やはりことが起こる前に住民にそういうことをしないとだ

めだというのをやっぱり理解していただいて、ある程度先制的にそう

いうことをやっていく必要があるんで、そのためには放っておくとや

っぱりどうなるのかというあたりから、話をして、どうありたいかと

いうところの議論をしてやっぱりある程度住民の共通の考え方とい

うのをつくっていかなきゃいけない。そういう意味ではこういうセミ

ナーとか何かをやるというのはいいことなんだけれども、いかんせん

なかなか１０人くらいというのはちょっとさびしいかなということ

で、やっぱりまずは地域の人たちで議論をする場というところからつ

くっていかないと、長い目で見てなかなかうまくいかないのかなとい

う気はします。そうしないと、逆に何か建築計画とか起こって反対と

かという形になっていると、なかなかその時点で合理的な話ってでき

ないと思うので、そういうのをやっぱり頑張ってやっていくしかない

かなというふうに思っています。 

会  長：  私も何度かこのフォーラムというのでお話をさせていただいたん

だけど、その都度参加者からは、うちはこういう状況なんで、こんな

まちづくりをやりたいというのが一つか二つは出てくるんですね。で

も何かその後、切れてしまうというか、話がなくなってしまうので。

ちょっと何かフォローするということも行政側は必要なんだなとも

ちょっと思っているんですけれども。 

ほかにございますか。どうぞ。 

委  員：  私の感想ですので、間違っていたら失礼いたします。 

どうも行政というのは、人口が大きい町がいい町であるという従来

の考え方がまだ残っているような気がいたします。人口が多いという

ことは税収も上がるわけで、町として豊かになるという発想なんでし

ょうけれども。 

そろそろというか、こういうものができることそのものがもう既に

今住んでいる住民をどう大切にするか。ここの審議会は多分それを眼

目において、市民にサービスをするという考え方をお持ちなんだろう

と思うんですけれどもね。 

 今度は反対に、感想として思うことは、例えばミニ開発というのは、

一体どの程度をミニ開発というのかと。１，０００平米以上の大規模

開発においては、１００平米と、俗に言う３０坪規制ですね。という

のが確かにあるんですけれども。 

実際問題として２５坪くらいで、小平市内ですと、結構土地も高い

ですし、若い人が買うには２５坪くらいのほうが不動産屋さんに聞く

と売れやすいと。３０坪でも５，０００万に近くなってくると、非常
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に売れ行きが悪くなってくるという話も聞きます。そうすると、相反

するようですけれども、ミニ開発とは一体全体どういうものを指して

ミニ開発と言うのだろうかと。 

ただ単にそれはいけないというのは、極端に小さいものというのも

ちょっと考え物であるということは十分ありますけれども、そのあた

りのこともこういう審議会で俎上に載せていただきたいものだなと

思いますけれども。 

会  長：  今、市のあれは開発基準ですか。あれは何か今の宅地の規模につい

て規定されているんですか。もともとちょっと広いのを分割したとき

の基準だとは思いますけれども。 

事 務 局：  一応、開発条例の中には基準というのがありまして、一定の規模を

超える開発、戸建てとか、やる場合においては最低敷地面積、例えば

１２０平米以上が全体の半分以上なければいけないとか、いうような

割合みたいなものは基準はありますね。 

ただ、そういった開発条例の対象とならない、先ほどおっしゃった

ような、寸法だけのそういうちょこっとした形の開発程度になってく

ると、そういう基準が一切今度は結局ならないというところはもちろ

んあります。 

あと最近はやっぱり敷地もそうなんですけれども、離隔の問題と

か、家と家、敷地の中、できるだけぎりぎり建てたいじゃないですか。

何か民法上は５０センチ、敷地の境界から中に入らなきゃいけないと

いうのはあるんですけれども、やっぱり５０センチだと普通だったら

狭いというか、近過ぎると、家と家が近いというのだったら、その離

隔上のいろいろなトラブルというのも多いですね。 

会  長：  ほかの地域でもそういう話を聞くんですけれども、今言った最低規

模というのは要するに環境の水準といいますか、住環境の水準からこ

のくらいの規模が確保していないと、回りに家屋があるとか、そうい

う話と、一方でやっぱり売れ筋といいますか、このくらいの値段、こ

の地域だとこれくらいの価格で、これくらいの規模がというのが売れ

筋というのがあって、それとが必ずしもマッチしていないということ

もあるので、その辺なかなか難しいところかなと思いますよね。やっ

ぱり。 

 ありがとうございます。ほかによろしいですか。 

委  員：  そちらの話に関連するんですけれども、私なんか住んでいて実感は

しておるんですけれども、４０年以上前のころで、最小単位の分譲と

いうか、農地がどんどん私どもも買った口なんですけれども、大体４

～５０坪が最小単位だった感じなんですよね。私もそうなんです。最

小単位が多いんですが。 
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 いわゆる逆にもうお話が出ましたけれども、そこが年をとりまして

……。そうするとしばらく空き家になっとって。それで結局は売られ

て、そうすると１軒だった家が２軒３軒になっているという。もう私

の周りなんかも見ましても、庭がある、家と家の方が、私のところな

んか狭い家だなと思っていたんですけれども、今ほとんど庭のない、

本当に２０坪２５坪の重なりあったようなのがどんどんできまして、

これが小平がこういう姿でいいのかなと。もう住みながら、またあと

どれだけ残り時間があるのか自分にはわからないんですけどね。 

 そういう意味では、どんどん環境は悪くなっていますね。これはし

ようがないことですよね。個人の財産の処分の問題ですから。だけど、

行政としてしようがないということで、放っておけば、だんだん環境

が悪くなってくるのは間違いない。 

 それから雑木林がどんどん減っていますよね。私どもの周りなんか

でもどんどん減っていますし、辛うじて保存林という名前で残す努力

をされているのはわかっておるんですけれども。 

 そういう意味では、だんだん環境が悪くなって、逆にうんと長屋が

並ぶような、下町のそういう良さでもあればまだ救われるんですけれ

ども、全然そうじゃなくて、隣は何をしている人なのか、わからない。

個人情報秘匿で、そういう時代になってしまって、お互いに顔を合わ

せても挨拶もしないような、そういう町になってきてしまっているん

ですよね。 

 ですから、いろいろ計画の中でもそういう意味の深刻な問題ですよ

ね。今、私が申し上げているようなことというのは、この場で今日申

し上げることじゃないかなと思ったんですけれども。 

 やっぱりそういう点が一番やっぱりもとになって、どうするかと考

えていかないと。結局は何だったのかと、いろいろプランを立てたり

なんかしたのはね。そういうような感じがするものですから。 

ちょっとそういうことも考えながら、市の行政に提案できるような

形ならばいいなと思ったものですから、ちょっと発言させていただき

ました。 

会  長：  ありがとうございます。 

 いろいろ貴重なご意見、ありがとうございます。今すぐ結論が出る

話じゃありませんけれども、いろんな問題をここで審議しながら、今

言ったような尐し大所高所にもあった小平市のありようについて、い

ろいろ皆さんのぜひ意見を出していただいて、行政のほうはいろいろ

聞いておいていただきたいなというふうに思います。 

 ちょっと先にいきます。次の議題にいきます。 

次は、報告事項２ということで、資料２になったと思いますけれど

も。「小川西町４丁目推進地区まちづくり協議会」、小川駅のすぐ側と
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いうことになりますけれども。 

これについて、じゃあお願いしたいと思います。 

事 務 局： 改めまして、まちづくり課長補佐の○○でございます。座ったまま

で説明のほうをさせていただきます。 

まず冒頭、「小川西町 4 丁目推進地区まちづくり協議会の活動につ

いて」のご説明を差し上げますけれども、本日新任の委員の方々が３

名いらっしゃいますので、まず冒頭に大きく二つのポイントをお断り

させていただいてから、ご説明に入らせていただきたいと思います。 

まずポイントの一つ目といたしましては、小川駅前周辺は、市内で

も特にまちづくりに対する意欲の高い地域となってございまして、地

域住民によるまちづくり活動が今現在進んでいるというところでご

ざいます。 

それから、ポイントの二つ目といたしまして、この小川西町の活動

を推進する市の取り組みといたしまして、この小平市民等提案型まち

づくり条例、オレンジ色のパンフレットですね。この条例に基づく推

進地区という指定を市でいたしまして、推進協議会の設置を市が推進

して行ったという活動をいたしました。ポイントはこの２点でござい

ます。 

それでは、説明に入らせていただきます。お手元の資料２－（１）

をご覧ください。 

説明は、この資料２－（１）に沿ってご説明いたしますけれども、

資料２－（２）から（５）も用いてご説明させていただきますので、

若干資料を行き来させていただきますので、ご容赦いただきたいと思

います。 

それでは、まず一つ目、経過説明をさせていただきます。 

（１）小川駅西口地区市街地再開発事業の検討でございます。 

小川駅西口周辺は、東京都が定める「都市再開発方針」において一

体的かつ総合的に市街地の再開発を促進すべき地区に位置づけられ

ている地域でございます。 

平成１９年５月「小川駅西口地区市街地再開発準備組合」が発足し、

再開発事業の検討が地権者中心で進められてございます。この中で、

地区の発展と暮らしやすい居住環境の形成に向けたまちづくりに対

する取り組み意欲の高い地区となっております。 

次に（２）「まちづくりビジョン（提案書）」作成、これは平成２４

年度になります。 

小川駅を中心とした東西の地区（約２５ヘクタール）の地域住民か

ら地区が抱える課題を明らかにし、一体的なまちづくりを進めていく

ための提案書が市へ提出されました。皆様のお手元にはございません
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が、これが提出された提案書でございます。これは「小川駅周辺地区

の地区まちづくり懇談会」という地区住民の方がつくられた提案書に

なってございます。 

（３）「小川駅前周辺地区まちづくりビジョン策定」これは平成２

５年度の活動となります。 

先ほどお示ししました、この提案書を受け、実現可能な取り組みを

市の内部で検討をし、広く市民から意見を収集・反映した上で策定を

いたしました。 

このまちづくりビジョンは、「小平市都市計画マスタープラン」の

地域別構想を補完する位置づけのものでございます。 

お手元に資料２－（２）をご覧ください。こちらが「小川駅前周辺

地区まちづくりビジョン」でございます。こちらは市が作成したもの

でございます。 

まず、１ページから２ページ目をお開きください。 

１、小川駅前周辺地区の将来像では、地区の目標やまちづくり方針。 

２、小川駅前周辺地区の課題では、駅前広場整備など都市基盤の問

題点など。 

３、小川駅前周辺地区まちづくりビジョンとは、では右上の地図で

まちづくりビジョンの２５ヘクタールの範囲を点線で示させていた

だいてございます。また地図の下に上位計画との関連位置づけなどが

記載されてございます。 

次に、３ページ目をお開きください。 

４、まちづくり方針の実現では、将来像を踏まえたまちづくり方針

の実現に向けた取り組み方針を定めております。 

まちの将来ビジョンのイラストを見てみますと、再開発事業によっ

て整備される超高層タワー型の複合施設を地区のシンボルといたし

まして、東西の駅前広場整備や広場を結ぶ東西自由通路、主要な幹線

道路として都市計画道路３・４・１０号線の実現、二中通り・中宿通

りの安全性向上などが示されてございます。 

尐し飛びますが、最後の７ページ目をご覧ください。 

５、まちづくりビジョンの策定経緯では、地域住民による「提案書」

の作成や、市の庁内検討委員会による「ビジョン」策定までの経緯が

時系列で示されてございます。 

６、これからのまちづくりに向けてでは、地域住民、再開発事業者、

小平市が連携しながらまちづくりを取り組んでいくことが示されて

ございます。これがまちづくりビジョンというものでございます。 

それでは、改めまして、資料２－（１）にお戻りください。 

（４）「推進地区」の指定及び「小川西町４丁目推進地区まちづく
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り協議会」の設立、これは平成２５年度の活動でございます。 

市では、まちづくりビジョンに掲げた小川駅西口周辺のまちづくり

活動を推進し、市民の参加と協働によるまちづくりのモデルケースと

するため、「小平市民等提案型まちづくり条例」に基づく「推進地区」

約８ヘクタールを指定し、平成２５年１０月３１日開催の地区まちづ

くり審議会でご承認いただき、「小川西町 4 丁目推進地区まちづくり

協議会」を設置いたしました。 

なお、推進地区の範囲につきましては、資料２－（３）かわら版第

１号をご覧ください。 

右下の地図でまちづくりビジョンの範囲約２５ヘクタールが青い

点線で示されておりますが、そのうち、市街地再開発事業の検討がな

されている小川駅西口側の赤い太線で囲まれた区域、これが推進地区

の約８ヘクタールを示しているものでございます。 

それでは、また資料２－（１）にお戻りください。 

大きい２番目、推進協議会の開催でございます。 

（１）推進協議会の構成メンバーは、１０名といたしました。 

推進地区の住民等として、地元自治会から２名、地元商店主の方が

２名、識見を有する者として、まちづくり専門家を１名、地区内で建

築行為等を行う者として、再開発準備組合員の方が１名、市長が指名

する職員４名で、総勢１０名ございます。 

本審議会の井上会長には、まちづくり専門家としてご参画していた

だき、推進協議会の会長を務めていただきました。 

裏面にお進みください。 

（２）の開催経緯でございます。 

表でお示ししたとおり、平成２６年１１月１１日から平成２７年２

月３日まで月１回のペースで全４回開催しました。 

第１回は協議会の位置づけと役割の説明、まちづくり活動の取り組

み紹介、まちづくりビジョン（提案書）による課題などの共有を議題

としました。 

第２回から第４回目は、関連するルール（基準）や上位計画の詳細

確認・用途地域の変更と地区計画の設定といったまちづくりビジョン

（提案書）で未検討であった地区住民等が考える小川駅西口周辺にふ

さわしい用途地域の種類や地区計画による制限内容の話し合いを行

わせていただきました。 

なお、検討内容の詳細につきましては、先ほどお示しいたしました

かわら版第１号から合併号を後ほどご一読いただければ、おおむねご

理解いただけるかと思います。 

また、「用途地域」や「地区計画」の用語の説明につきましては、
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資料２－（４）かわら版第２号をご覧ください。 

こちらの表面の吹き出しと裏面の吹き出しのところに、「用途地域」

や「地区計画とは」ということで、用語の説明を記載してございます。 

それでは、また２－（１）の資料に戻りまして、大きい３番、推進

協議会での主な意見でございます。 

資料２－（５）の裏面をご覧ください。右上に「現在の用途地域」

に推進地区を赤ラインで、再開発ビル建設区域及び駅前広場整備区域

を灰色のラインで示しておりますので、そちらと合わせて資料２－

（１）の説明をさせていただきます。 

再開発区域は商業地域が望ましい。また、その周辺でも建てかえを

促進するため、用途地域を変更することが望ましい。 

駅前（商業地域）とその周辺（第一種中高層住居専用地域）で、建

築できる建物用途の差が大き過ぎる。 

駅前周辺では、住宅のほか、一定規模以上の商業店舗や事務所ビル

を建築できるようにすべきであるため、例えば第一種住居地域などに

変更することが適当ではないのか。 

変更する用途地域によっては建築可能な建物用途が増えるが、地域

にふさわしくない建物用途も増える。これは、「地区計画」をあわせ

て設定することで制限できるので、検討すべきある。 

地区計画では、「住みよい住環境の形成」と「商業・業務の拠点形

成」、「回遊性の向上」を目指すべき。といったものが主な意見でござ

いました。 

それでは、さらに資料２－（１）の３ページ目をご覧ください。 

大きい４番の、今後の予定でございます。 

今後の予定といたしましては、推進協議会で検討された内容は、今

後市が進める住民合意手続において、地域のさまざまな課題の整理を

行う際のご意見として、参考とさせていただきます。 

推進地区の用途地域の変更、地区計画の設定につきましては、市街

地再開発事業の進捗と同調しながら関係部局との調整を経た上で、都

市計画法に基づく諸手続を行う予定でございます。しかしながら現

在、小川駅西口地区市街地再開発事業は、東日本大震災以降、建設需

要の高まりによる建築工事費の高騰を受け、事業計画の抜本的な見直

しに伴うスケジュールの延伸を余儀なくされております。 

以上が、小川西町４丁目推進地区まちづくり協議会の活動について

の報告でございます。 

会  長： どうもありがとうございます。 

たいぶ前から小川では小川駅の周辺で同じ地域の方が、小川駅周辺

地区のまちづくりビジョンみたいなものをつくられておりました。 
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今回、この審議会の対象でもありましたけど、推進地区まちづくり

協議会ということで、小川駅の西口の地区を対象に一応協議会がで

き、議論を進めてきたということでございます。 

いろいろ不明な点もあるかと思いますので、ご質問、ご意見ありま

したら承りたいと思います。 

一応、私もちょっと参加したので、再開発ビル、結構高層のものを

予定しているという話なんですけど、上は基本的にはマンションで

す。下のほうに店舗等が入るということなんですけれども。 

あそこの駅、あるいはあそこの駅勢圏の規模と見合うかどうかはち

ょっと費用のことを含めまして、気になるところではあります。 

ただ、もしそういうことをやるならば、尐なくとも例えばいろんな

地区計画等もつくったり、一部用途地域が現在の状況に見合っていな

い部分もありますので、修正したりすることが必要だろうと。これは

なかなか市だけで決められる、東京都が関係主体ですので、いろんな

ことがあるかと思いますけれども。そういう状況ではあります。 

尐しまだ時間がかかるかなとは思いますけれども、そういうビジョ

ンをつくって進めていきたいという話にはなっています。 

東側はどうされてるんでしたっけ。 

事 務 局： ブリヂストン……。 

会  長： ブリヂストンですね。東のほうは何かそういう協議会をつくると

か、そういう話にはなっていないんでしたっけ。 

事 務 局： 現在のところ、そういったお声はいただいておりませんが、東口に

つきましても、今駅前広場のようなものはあるんですけれども、実は

あれは完成ではございません。実際こちらのかわら版のこちらの地図

をご覧いただければおわかりになるかと思うんですけれども、駅前広

場の赤い線形と実際の地図があっていないかと思います。 

ですので、こちらの駅前広場についての整備をしなければいけない

というところと、あと小川駅東口につきましては、地番が混乱地域と

言いまして、ちょっと地番がごちゃごちゃして、実際の位置と地番が

あっていないというようなところの課題を抱えている地域でござい

ますので、そういったところの問題点は認識しているんですけれど

も、今のところまだ具体的な市民からのそういった発意は挙がってき

ていないところでございます。 

会  長： どうぞ、どなたか。○○委員。 

委  員：  いろいろうわさは聞くんですが、ＢＳさんは、あそこをどうかする

というような話っていうのはないんですか。 

事 務 局：  工場をどこか移転するとかですか。今のところはまだ正式にはそう

いったご連絡はいただいておりませんので、工場の中を今いろいろと
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施設の老朽化に伴いまして、何か手を加えるというようなことは聞い

てございますけれども、工場そのものをどこかに持っていくというよ

うな、極端に言えば撤退するといったことでしょうか、そういったこ

とは今のところまだ正式には伺っていないところでございます。 

委  員：  非公式にも聞いたことはないですか。 

事 務 局：  非公式ですと、その辺は……。 

事 務 局：  いや、そういう話は入ってはいないです、まず。恐らくあれだけの

規模ですから、もし本当に移転するとなると、そう簡単に情報は出し

てこないです。 

ただ、いずれにしても今の時点では一切そういう情報、移転すると

かいう話は伺っていないですね。逆にあそこは今ちょうど住宅、あそ

こは社員の方の住宅を、それをリニューアルというか、建てかえとか

もやっていますから、丸々あそこをなくすということは多分考えては

いないというふうに私どもでは思っていますけれども。 

委  員：  ちょっと脱線するかもしれませんけれども、ＢＳさんの煙突からの

ゴムのにおいというのは、苦情というのは結構くるんですかね。走っ

ていると時たま感じるときがあるんですよね。 

事 務 局：  昔はかなりそういったお話は聞いているんですけど、ここ最近はそ

れほどにおいについてのお話は伺っていないですね。煙自体も昔は黒

い煙が結構出ていたんですけれども、今はどちらかというと蒸気で。

あそこで今タイヤの生産というのは、ほぼしていないというお話は伺

っていますので、どちらかというと、研究施設という位置づけです。 

委  員：  ゴルフボールをつくっているという話は聞きますけれどもね。 

事 務 局：  どちらかというと、研究を主体にあそこでやっているというような

お話を聞いております。 

委  員：  ただ、あれですね、土地の高い小平、東京首都圏でああいう工場を

持っている理由というのはほとんどないわけで。ＢＳさんは九州がベ

ースですから。何かいつも見ていて危機感を持って、どこかに逃げら

れちゃうんじゃないかなという気はいたしますけれども。 

 それと、１００メートルというのは何階建てくらいになるんです

か。 

事 務 局：  ３０階……。 

委  員：  ３０階くらいですか。ありがとうございました。 

委  員：  再開発自体は私も幾つかやっているんですけれども、やっぱり今の

建築コスト、これが納まるまでは絶対何をやってもだめだと思います

ね。 

 それとあと建築コストだけじゃなくて、テナントの家賃収入が極端

に減ってきているんですよね。今、特に○○○と○○が強烈な嫌がら
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せをしてくれるんで、テナントリーシングがほとんど不可能。だから

そこで今建てるというのは、国分寺が建てていますけれども、危険が

あり過ぎて、下手すると市の財政が破綻されかねないので。状況判断

は一番重要かなと。 

 それと、今までの仕組みじゃない新しい再開発を考えないと、もう

時代的には合わないですよね。ついでに再開発ビルって１回しか補助

金が出ないですよね。２０年たつとリニューアルしなきゃいかんわけ

ですよ。そのときに補助金が出ないというのと、要するに柏で日本最

初の再開発ビルの１号のリニューアルをやったんですけれども。結

局、再開発ビルって、だんだん分割されて、関係者が増えていっちゃ

う。一坪地主に近づいていっちゃうので、その辺も何か仕組みを最初

から立てておかないと。 

 あと今、定期借家が使えますから、ファンドとかその辺とのはめ込

みとか、そういう仕組みを入れないと、従来の再開発ビルの仕組み自

体がもう時代に合わないという感じがします。 

会  長：  今、まだそこまでなかなかいっていないように思うんですけれど

も、話題としてはいろんなことが出ていて、従前の店舗の人との関係

はどうなのかとか、マンションの下に店舗を置いたとしても、それら

がうまくいくのかということとか。 

 あの辺、小川っていう名前だから何か小川という名前にふさわしい

何かができないんだろうかとか、駅が線路が上から東西に比較的気楽

に、立体的でなくて行ける通路みたいなのがあるといいんだけどと

か、いろんな意見は出ているんですけれども、宿題がまだ多いという

感じがします。その上、コストの問題があってということなんで。 

 ちょっとまだハードルがあるような気がしてはおります。 

委  員：  地権者の商業者に関しては従来型の仕組みじゃだめなんで、さっき

言った道の駅、あれは集中レジなんですよね。あれで要するに全体を

レジでもって、全店舗のレジを１カ所にしてしまおうという取り組み

で、市場と小店の中間形態みたいなものを考えたほうが、やっぱり今

小売業自体がもう人手不足でなかなかうまくいかないので、そういう

全然違うアイデアを出さないと。そうすれば地権者の土地も確保でき

て、その権利だけを主張している、あとはテナント化すればいいやと

なって、そういうことも考えないともう時代に合わないです。 

会  長：  例えば武蔵野美術大学とか、ああいうのが小川からバスで行けるよ

うにするとか、何かそういういろんなことを考えないと、集客もそう

はいかないだろうなとか。 

委  員：  中野が大学を移転をさせましたよね。分校をつくらせたんですけれ

ども、結局、各大学は今八王子を全部閉鎖しようとしているので、あ
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れをそっくり持ってくるかということですよ。 

会  長：  それもありますね。 

委  員：  それは学生がやっぱりある程度……。やっぱり小平市のいいところ

は大学が六つあるというのは全国でも珍しいんじゃないですか。これ

だけあるの。 

会  長：  そうですね。 

副 会 長：  やっぱり今、先が読めない時代だから、大きなものをどんとつくる

と、それがだめになったらどうしようもない。やっぱり比較的、一部

一部リニューアルできるような仕組みとか、余りコストをかけないと

か、いろいろやっていく必要があるだろうと思いますね。 

 国分寺のほうも本当に苦労をして、でももう４０年もやってきたか

らやらざるを得ない。結局、超高層のマンションだけしかつくれなく

なっちゃっていますから、国分寺でもそうなので、やっぱり情勢的に

はそこよりさらに尐し状況を、利便性がよくないので、やっぱりその

辺は慎重に考える必要があると思いますね。 

委  員：  駅前のロータリー、日本の大体駅前のロータリーというのは、実に

不親切です。特にこれからの高齢者の時代に向けて、今お話が出た国

分寺の駅が一体全体タクシー乗り場、路線バス乗り場、歩く人、動線

をどういうふうに捉えて、今はまだ暫定ですから、僕は計画を見てい

ませんけれども、小平の駅前のロータリーにしても、真っすぐ進めな

いんですね。あのたかだかの距離ですけれども、お年寄りにとっては

ぐるっと迂回しているんですよね。 

 それから、例えば青梅街道を走っている都バスの梅７０という路線

バスも駅に入ってくるのはほんの尐ししかない。あれは小平市から相

当の補助金が５市１町からかなりの補助金出ているわけで。 

 そう考えると、小川の駅前もコミュニティバスなり、コミュニティ

タクシーなり、またはデマンドを使うなり、発想をつくって駅前をや

らないと、何かタクシー会社のためにつくったようなロータリーにな

っちゃう。タクシーだけがあそこで待っていると。真ん中にどんとい

て、小平の駅前がそうですね。それを迂回するように市民が、おばあ

ちゃんがとことこ買い物袋を提げて、歩いていくという、実に変な図

になっていると僕は思っているんですけれどもね。 

会  長：  あそこは福祉施設も結構集中して大規模なものがありますからね。

小川。今言ったようなことは結構重要だと思いますね。 

 ほかにご意見ありますか。今、この小川西町の概要を審議する場で

は基本的にはないんですけど、いろいろ言っていただければ、それを

参考に市のほうで取り組んでいただければと思いますが。 

 ほかによろしいですか。 
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 もう一つ報告がありますので。じゃあまた後で何か思い出すことが

あれば、発言の機会をつくりたいと思いますので。 

会  長：  それでは、報告事項３になります。「都市計画マスタープラン改定」

ということで、資料３になりますけれども、よろしくお願いいたしま

す。 

事 務 局：  まちづくり課計画担当の○○と申します。ここは私のほうで説明さ

せていただきます。座って説明させていただきます。 

 今年度から始めております、「都市計画マスタープランの改定」に

つきまして、改定の概要並びに現在の取り組み状況について、この場

をおかりしましてご報告させていただきます。 

お手元に資料３のほうをお取りください。 

「小平市都市計画マスタープラン改定について」でございます。 

まず、１としまして都市計画マスタープランとは、ということで簡

単にご説明いたします。 

都市計画マスタープランは、都市計画法第１８条の２の規定に基づ

く「市町村の都市計画に関する基本的な方針」で、小平市の上位計画

であります「小平市長期総合計画」や東京都の「都市計画区域の整備、

開発及び保全の方針」などに即したまちづくりの基本方針として、道

路、公園などの都市基盤の整備、鉄道駅周辺のまちづくりなど、さま

ざまな都市計画に関する取り組みを定めているものでございます。  

現在の都市計画マスタープランの現物がこちらになります。これは

平成１９年３月につくったものでございます。 

（１）としまして、都市計画マスタープランの性格でございます。 

まず、実現すべき都市の将来像を明らかにする。 

市が定める具体的な都市計画の決定、変更の指針となる。 

都市計画の総合性、一体性を確保する。 

市民や事業者の理解、具体の都市計画の合意形成を図る、といった

性格を持っております。 

（２）としまして、現在の都市計画マスタープランの構成でござい

ます。 

まず、①として、めざすべき将来の都市像が書かれております。 

次に、全体構想として、「土地利用の方針」「水と緑と公園の整備方

針」などといった部門別、いわゆるテーマ別の整備方針。 

次に、地域別構想、市内の駅を中心とした七つの地域の特性を生か

した将来像。 

最後に、実現化に向けてということで、小平市に限らず、他の自治

体もこのような似たような構成になっているのが都市計画マスター

プランでございます。 
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なお、実現化に向けてでございますが、この都市計画マスタープラ

ンの実現化の方策として作成されましたのは、先ほど来出ております

「小平市民等提案型まちづくり条例」となってございます。 

続きまして、大きい２番、都市計画マスタープランの改定について、

でございます。 

現行の都市計画マスターの事業目標年次が平成２８年度でござい

まして、その終了が近づいていることから、基本理念は継承しつつ、

経済・社会情勢の変化や都市基盤の整備状況、国や都からの権限移譲

に伴う関係法令の改正の対応を図るため、平成２６年度から２８年度

までの３カ年の見直しを行っているところでございます。 

（１）としまして、都市計画マスタープランの位置づけでございま

す。 

先ほどもちょっと触れましたが、今回の改定におきましては、市の

長期総合計画及び上位計画である「東京の都市づくりビジョン」、「都

市計画区域の整備、開発及び保全の方針、これは別名、「東京都都市

計画区域マスタープラン」と呼んでおります。及び「都市再開発の方

針等」並びに「東京における都市計画道路の整備方針（仮称）」でご

ざいますが、こういったものとの整合を図ってまいります。 

（２）新たな都市計画マスタープランの目標年次は、事業期間とし

ては１０カ年（平成２９年度から平成３８年度まで）としております。 

（３）都市計画マスタープラン全体構想についてでございますが、

こちら平成２６年３月に施行されました「小平市議会基本条例」の第

１４条第２号及び「小平市市政に関する重要な計画等の議決に関する

条例」の規定によりまして、都市計画マスタープラン全体構想が議決

事件として定められております。 

続きまして、大きな３、改定のスケジュール概要でございます。 

平成２６年度は、現計画の進捗状況の把握や点検等を行いまして、

検討委員会、市民懇談会、市民アンケート調査の実施によりまして、

計画の骨子案を作成してまいります。 

平成２７年度は主に全体構想の策定を行いながら地域別構想の検

討を進めてまいりまして、平成２８年度には都市計画マスタープラン

の案としまして取りまとめて、市議会への議案提出を行う予定でござ

います。 

下に簡単な表が載っておりますが、パブリックコメントが平成２７

年度には全体構想、平成２８年度も都市計画マスタープランの案とし

てパブリックコメントを実施する予定でございます。 

その他、さまざまな手法を用いまして、市民の方々の意見の収集に

努めてまいります。 
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裏面に移らせていただきます。 

大きな４、改定の体制でございます。 

都市計画マスタープランの改定の内容の検討をすることを目的に、

学識経験者経験者２名、まちづくりに関係する団体の代表４名、市民

公募委員４名、計１０名で構成する小平市都市計画マスタープラン見

直し検討委員会をつくってございます。 

委員長としましては、大妻女子大学の松本暢子教授にお願いしてお

ります。 

副委員長としては、東京経済大学の羽貝正美教授にお願いしており

ます。 

その他、まちづくりに関係する団体としましては、特定非営利活動

法人アジア都市環境学会、社会福祉法人小平市社会福祉協会、東京む

さし農業協同組合小平支店、小平商工会にお願いしております。 

また（２）としまして、庁内連絡体制の整備でございますが、小平

市都市計画マスタープラン関係課連絡会と命名しまして、関係課１７

課、またその下に作業部会として会を設けてございます。 

大きな５番、改定の取組状況について、でございます。 

まず（１）としまして、市民アンケート調査でございます。 

都市計画マスタープラン改定のための基礎資料とすることを目的

に、現行都市計画マスタープランの達成度や満足度、今後の施策事項

の重要度などを伺う、市民アンケート調査を実施しました。 

実施日としましては、平成２６年１０月３０日に発送しまして、お

おむね１カ月程度の猶予を設けまして、１２月１日に締め切りをいた

しました。 

対象者は、送付件数として２，０００件、市内に住所を有する１８

歳以上の市民、そして１０歳ごとの年代別人口割合に応じた無作為抽

出としております。 

アンケート調査の結果としましては、回収数は５９７件、おおむね

３０％でございます。 

アンケートの分析結果につきましては、今後進めてまいりまして整

理がつき次第、市ホームページ等で報告してまいります。 

続きまして、（２）第１回小平市都市計画マスタープラン見直し検

討委員会についてでございます。 

こちらは、平成２６年１２月１日月曜日、午後６時３０分から午後

８時３０分まで行いました。 

この日は傍聴人１名でございまして、主な内容としては、小平市都

市計画マスタープラン見直しの視点についてというふうなことで意

見交換をしてまいりました。 
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また、この前に見直し検討委員会の委員の皆様には事前学習会を開

催いたしましてお集まりいただいております。 

最後になります。大きな６、今後の予定でございます。 

（１）としまして、まちづくりカフェというものを実施しておりま

す。第１回目につきましては、先日の日曜日、１月２５日に行いまし

て、第２回を２月１４日土曜日、第３回を２月２８日土曜日にしてお

ります。 

こちらは、午前９時３０分から正午までとしておりまして、対象者

は先ほどご説明いたしました市民アンケート調査の回答者のうち、市

民懇談会まちづくりカフェに参加希望者のみを対象としたものでご

ざいます。 

（２）といたしまして、平成２７年３月１０日火曜日に、第２回小

平市都市計画マスタープラン見直し検討委員会を実施する予定でご

ざいます。 

こちらはマスタープラン見直しの視点を踏まえました項目出しと

して、全体構想の構成、いわゆる骨子案について検討する予定でござ

います。 

（３）平成２７年３月下旬には都市計画マスタープラン改定のため

のパネル展、市民懇談会を予定しております。 

こちらは不特定多数の市民の方、多くの方を対象にいたしまして実

施する予定でございます。今のところ市の東西と中央ということで３

カ所で開催する予定になってございます。 

都市計画マスタープランの報告は以上でございます。 

会  長：  ありがとうございました。 

 現在の都市計画マスタープランが事業年度がちょうど終わりにな

るわけですね。それに伴って見直してもう一回新たにつくるという、

そういう位置づけですね。 

 小平市のこれからの都市計画を何か支える計画ということになる

かと思います。都市計画に関する基本的な方針という、マスタープラ

ンを呼びますけれども、都市計画はこのマスタープランに即して行わ

なきゃいけないという大事な計画でございます。 

 何かご質問、ご意見等ございますでしょうか。 

 一応ここの場というのは、こういう今検討をしているというご報告

を伺ったということで、こうしたらいいとか、ああしたらいいという

のは言えるんですか、言えないんですか。 

事 務 局：  アドバイスとして承ります。 

会  長：  参考意見ということで。 

事 務 局：  将来的には地区計画とかそういった細かい部分に踏み込んでいく
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時期がきますので、この審議会の委員の皆様にも市としてこういった

取り組みをしているということをご承知いただくための報告をさせ

ていただいたということでは。 

会  長：  ありがとうございます。 

何かご質問、ご意見ございませんでしょうか。どうぞ。 

委  員：  マスタープランなんですけれども、基本的には小平らしさみたい

な、他地域との差別化の根本的なコンセプトがないとおかしいと思う

んです。小平ってなんだか要するに全国で一番何かぼやけている感じ

がしちゃって。イメージが全然わかない。実質的にはあれですよね。

吉祥寺が日本で一番住みやすいというけれども、小平市とどこが違う

んだといったらほとんど違いないです。 

 私は今、この小平市の一番重要点は名前のとおり小平。要するに平

らでしかも私鉄の駅が要所要所に全部あって、要するに車が要らない

社会です。全て自転車で可能な。 

 私の近所の人も小平市内なら全部自転車で走って行っちゃう。だか

ら小平ということでいけば、自転車という平らなところを生かして。 

 それと、西武線が私鉄なんで、あれ実は運賃が安いんですよね。要

するに新宿、池袋にはかなり安く行ける。ＪＲとは全然違うので、そ

ういう意味でも何ていうか、小平ブランド的な、どこがほかと違うん

だということがいかに明確に。 

 やっぱりあれですよね、緑と何とかと言われたって、こんなの全国

どこでも同じことを言っているわけで。これはあれにならないですよ

ね。いいものがいっぱいあるし。 

 私もいろんなところでまちづくりをしたけれども、小平くらい、い

ろんな要素を持っているのがあるけれども、大学がこれだけあって、

しかもいわゆる道はそこそこ貫通しているのもあるし。交通的にも問

題ないし、住宅密度も適性、平らでも岐阜なんか行くと、自転車じゃ

走り切れない。３時間くらい自転車に乗らないと隣に行けないという

ところですから。そういうのに比べると、だからまちづくり…。 

 だから商店街なんかも、むしろ自転車置き場を重点において、車は

なるべく幹線道路から追い出してしまおうというやり方にしたほう

がいいと思うんですよね。 

 自転車でやっぱり世界で一番きれいにしているのがアムステルダ

ム。あの町は運河だらけなんで、非常に。ただ、真っ平なんで自転車

が非常に似合う。ああいう感覚の。若い人はほとんど自転車で走って

いて、しかも自転車がカラフルなんで。 

 あとついでに言うと、パパチャリという言葉を最近よく聞くんです

ね。ママチャリじゃなくて。あれ小平発祥なんですよ。美園町にパパ
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チャリの１号店があるんです。今年の正月にがっちりマンデーという

テレビでやったんで、かなり有名になった。いわゆるカスタムメイド

して、５万円くらいかけてママチャリを男っぽくする。それがかなり

の今はやりになっているんで。 

会  長：  男っぽいというのはどういうのを。 

委  員：  やっぱりママチャリというのは何となく色気も何もないというか、

あれをこう、部品を取りかえて。３万円の自転車をまた５万円かけて

いるんですから。かなり……、パパチャリで子どもを連れて歩く。 

 だから、自転車を中心とした小平文化みたいなのをつくると、もう

ちょっとわかりがいいし、一般受けするしと思うんです。ということ

です。 

会  長：  こういう意見があったって、ぜひ……。 

 ほかに何かありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 何か違う、今までの問題でも結構です。何かご意見、ご質問があれ

ば。 

委  員：  ちょっとお伺いしたいんですが、市内の空き家というのは調査され

て、データはかなりおそろいでしょうか。 

 それから、空き家という定義は何か定めがあるんでしょうか。 

事 務 局：  空き家自体は都市計画の観点からは調査していないところです。何

の観点かといいますと、空き家になっていると防災上、あるいは防犯

上危ないということで、空き家条例というのを防災安全課でつくって

いるんですね。その関係もありまして、それに基づいた調査をしてい

るというところでございます。 

 ただ、実際どのくらい空き家があるか、また、ホームページに載っ

ているかどうかはうちの課ではわからないんですけれども。 

委  員：  これからの時代に空き家というファクターがまちづくりに相当の

疎外になることは、それはもうあるだろうと思います。ぜひまちづく

りの観点から空き家の調査と、それからまちづくりの観点からの空き

家の定義というのをちょっとやっていただきたいなと。 

会  長：  なかなか長期入院していたり、空き家で誰もいないかと思うとそう

でもなかったり、いろんなケースがありますよね。だから、何か今言

ったまちづくりの観点というのは、なかなか環境的にどうかという話

だと思うので、それはどこを対象をしているのかよくわかりませんけ

れども。 

委  員：  実態的に私は上水新町三丁目に住んでいるんですけれども、私の上

水新町三丁目にかつて２０件近く空き家がありました。大体ちょっと

世代交代の時期なので、もう二人とも亡くなっちゃったというのが多

くて、相続の絡みで大体２年間くらい空き家状態。去年の暮れという
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か、消費税が上がったとき前後からだだっと建って、今半分以上は分

割されて２軒になって残っていますから。 

 どうしても相続のときに、要するに内部調整だとかなんとかで住宅

を何か評価し直すのに、１年じゃできないんじゃないですかね。 

事 務 局：  そうですね。相続の関係とあと固定資産税、ところが家が建ってい

ると固定資産税が逆に安くなると。老朽化した家でも一応軽減措置等

がありますので、その辺でどうしてもそのままにしているという部分

がございます。 

委  員：  上水新町であれですよ、ここのところ半年くらいで３０軒くらい家

が建ちましたよ。一気に。だからそういう意味では、そういう時間的

な枠で空き家と捉えても相手にとってはそれをすぐに何とかしろと

いうのは……。 

事 務 局：  空き家と逆に言ってしまうと、結構怒られたりするケースもありま

す。 

委  員：  今、むしろ次に出てきているのは、アパートのような……。 

事 務 局：  そうですね。区部のほうは逆にアパート、マンション。マンション

が空き室になってきているというのを聞いております。まだ小平です

とか、この辺は空き家にしても区部よりはそれほど多くない。 

会  長：  空き室ということですよね。 

委  員：  全部アパートやめちゃったというのが大分。新築アパートじゃない

と誰も入らない。 

副 会 長：  建てかえを目指して新規を入れないというのはあるでしょう。 

事 務 局：  尐子高齢化になってきていますので……。 

委  員：  あっちのほうがだから火災とかになったら怖いですね。 

会  長：  何かそういう実態を調べるとか、そういう動きはあるんですか。 

事 務 局：  実態自体は防災のほうで調べてはいるんですね。それはそれぞれの

家ごとに実態を調査していて、現地で目視確認、電気が動いていると

かガスが動いているとか、そういったことで確認しています。 

 何かあった場合、あるいは長期の間そこが空いているようであれ

ば、防災安全課のほうでどうなっていますかというようなお手紙です

とか、お電話ですとか、そういったことをしているというところでご

ざいます。 

会  長：  ほかに何かご意見ございますでしょうか。ご質問でも結構です。 

 よろしいですか。 

それじゃあ、大分時間も経過いたしましたので、今日は新しい委員

の方も参加されて、いろいろ活発な意見を出していただきまして、あ

りがとうございます。 

 引き続き、今後もこういう会を開いていきますので、いろんなご意
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見をぜひ活発に出していただきたいと思います。 

 それでは、何か事務局のほうから報告事項以外にございますでしょ

うか。 

事 務 局：  また審議会の開催につきましては、市民発意の動きがございました

ら、改めてご連絡差し上げたいと思いますので、その節はよろしくお

願いいたします。 

会  長：  ということは、次回は未定ということで。あるいは随時開催すると

いうことですね。 

 何か案件がなくても今日みたいな話が貴重だと思いますので、尐な

くとも１年に１遍かくらいは開催したらいいかなというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、お時間になりましたので、今日の審議会はこれで閉会し

たいというふうに思います。 

どうもいろいろありがとうございました。 

 （閉会） 

  

  

 

 


